
第３回福井市再生可能エネルギー農山漁村活性化協議会 
 
 
１． 開催日時 

 令和３年３月１日（月）１３：３０～１５：００ 
２． 開催場所 

 福井市役所本館８階 第８会議室（A及び B） 
３． 出席者 

 別紙 名簿のとおり 
４． 会議の内容 
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１ 開会 
開会を宣言。 

 
２ 協議 
 ・基本計画に関する具体的な取組について 

「これまでの振り返り」、「具体的な施策の検討」を説

明。 
質疑 
ここまで事務局から説明があった内容に対して質問がな

いか、各委員に伺いたい。 
具体策は、資料 P１にある「間伐、竹林伐採による森林
整備」、「地元住民が楽しめ、守り続けられる祭りやイベン

トの開催」をお願いしたい。 
 現状、間伐や竹林伐採を行っていない中で始めたいとい

う意味なのか、行っているがまだ足りないという意味なの

か、どちらか。 
 毎年竹林整備等行っているが、山に踏み込めないくらい

竹林が広がっているためお願いしたい。 
 山には多くの所有者（地権者）が存在し、その所有者に

事業の了解を得られなければ山を整備できない。しかし、

日本全体の森林うち 4分の 1は所有者が不明である。大型
の機械を入れ、効率良く大規模な施業を行うにも、一筆一

筆の地権者から同意を得なければならず、大変な労力がい

る。 
 大規模な施業ができれば、地権者に還元できる金額も高

くなる。 
 毎年資金を頂けるのであれば、鳥獣被害対策（ワイヤー、

電線等）を行いたいと考えている。 
 資金の配分について、毎年様子を見ながら地区に配分す
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るということは可能なのか。 
 資金を6地区に分けて均等配分することは可能。一つの
地区なのか二つの地区なのかというところもあるが、その

年その年で資金を多めに配分することもできる。 
 資金の管理については銀行のような役割を持つ市がチェ

ックさせていただく。 
 資金の配分も含めてこの協議会で同意をいただくという

ことか。 
 はい。 
 今回、資金運用方法、配分についてご意見いただいたの

で、次回協議会にて、事務局及び事業者から具体策だけで

なく資金配分についても提案していただきたい。 
 資金運用について、例えば資金を5年間貯めて、ある年
に一気に使うことは可能なのか。年度で使い切る必要があ

るのか。 
 資金が売電収入に左右されるため、貯蓄できないと、多

くの費用が掛かる具体策の事業計画は立てにくいとは感じ

ている。 
 防風ネットを設置したい。既設の防風ネットは腐ってい

るし、防風林の役割をしていた松も枯れているため、砂が

集落まで酷く飛んでくる。 
毎年少しずつ整備するのではなく、一気に整備したい。 
 資金の仕組みづくりについては基本計画とは別に記載す

る予定でいる。これらについては協議会に資金が入る少し

前に決定したい。 
 冒頭に合った問題点としては、人材育成が考えられる。

若者がいない、高齢者だけでは百姓はできない、畑も荒れ

てくる。山も同じだと思うが。 
 ご希望があるのであれば、できるような仕組みづくりを

事務局にて検討していただく。ただ、不公平が無いように

しなければならないし、全額を一つの地区に配分すること

はできないかもしれない。 
 担い手不足という意見があったが、農林業の魅力発信や

教育関係の取組みも具体策として可能かと思うが、皆さん

の意見はどうか。近隣でイベント等の情報があればいただ

きたい。 
 地元ではブランド品になるようなものがないか、昔から

模索している。オリーブ栽培をしている地区もあるが、広

げてもらうことは可能なのか。 
 オリーブについて、現状は三里浜の特産化という位置づ
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けになっている。2 年ほど前から梅の栽培を再生したいと
考え、地元の方と頑張っている。 
 梅については2、3 年前から市には色々と検証してもら
ったり、新しい木を植えてもらったりしている。元々昔か

ら作っていたが、高齢者が多くなり作っておらず、後継者

も見つからず梅林がそのままの状態になっている。 
 なぜオリーブを挙げたかというと、将来的に他の地区へ

も広げるという話を聞いたことがあったため聞いた。 
オリーブは水はけの良い土壌で無ければ育たない。しか

も毎日水を欲しがる。三里浜は土壌が砂なので水はけが良

く、スプリンクラーも整備されている。 
 近年、オリーブは全国で栽培されているが、日本全国で

も砂丘地でオリーブを作っているのはどこにもなく、非常

に珍しい。そのため、栽培方法等は手探りの状態で、研究

しながら育てている。 
 オリーブと相性の良い魚介類とコラボしたいと思ってい

る。昨年、水分神社の水と国見産の塩とで作ったオリーブ

の塩漬けを試験的に商品化した。これに似たような形で各

地区とコラボしたい。 
 この協議会には森林組合、福井県農業協同組合に参加し

ていただいている。漁業協同組合は入っていないが、漁業

者のいる地区の連合会長が既に出席されているので問題な

いと考えている。 
 地元では塩を大々的に生産し上手くいっているし、4 月
からは旧公民館にてクラゲハウスというのも立ち上がる。

加えて、旧 JA 国見支店をつかって木工教室を開く予定。
近年ではウニの養殖を行っており、軌道に乗っている。 
 他の地区もそうだが、有線放送が老朽化しており、市の

防災無線は戸外のスピーカーのため、雪や風の影響で放送

が聞こえないことがあるため、有線放送の更新ができれば

と思う。 
 有線放送の設備が農山漁村の発展に繋がるのであれば可

能かもしれない。割り当てられる資金で整備できるかは不

明。 
 資料P1 に「くらし・防災基盤の整備」とあるので可能
かもしれないが、農山漁村の発展に繋がるという理屈付け

は必要。 
 風力発電機設置等による影響は地区によって異なると思

うが、協議会でひとくくりにしてしまうのか、もしくはそ

の影響度を決定できるのか。 
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また、他にも発電事業者が福井に参入しているが、この

協議会に参加されるのか。今回の事業エリアの話だけで進

めていくと、後続の事業者がやりづらくなったりしないの

か。 
 あくまで今回は特定の事業者の発電事業に関わる地区の

連合会長をお呼びしている。他の発電事業者の場合は、そ

の発電事業に関わる地区の連合会長をお呼びし、また別の

アクションプランを立てることになる。どの事業者でも問

題ないように、基本計画では一般的な表現を用いている。 
 風車は風を良く受ける尾根上に建設される場合が多いた

め、広範囲に影響があると思われるが、この場では具体策

について話し合っていただきたい。影響については別項目

にて責任をもって述べるところもあり、法律にのっとって

協議会を開催している。 
 環境に対する影響については、事業者のアセスに関する

書類を受け審査中である。それぞれの場所によって影響が

異なるため、調査結果を踏まえ、環境に対する意見を適正

に述べ対策をとってもらう、ということになっている。資

料 P2基本計画の 6.に記載される。 
 色々な意見が出ている最中だが、ここで委員より新たな

情報提供をしていただく。 
・トレイルラン、〇〇の駅について 
 委員が資料に沿って説明。 
 説明のあった具体策について各委員に意見を頂きたい。 
 地元には食べる場所、販売している場所が無い。事業エ

リア全体を使った施設やイベントがあると良い。 
 魅力的なものを生かすことができれば、蟹のように関西

からでも観光客を呼ぶことができるのではないか。 
 市街の人が来ていただけるようなイベントをできると良

い。 
 昨年はコロナ禍でイベントができなかった。林道の整備

は鳥獣害対策の観点からも良い。 
 昨年、マラソンと収穫祭を同時開催する予定だったが、

コロナ禍でマラソンを中止し、収穫祭を地元だけで行った。

委員より提案していただいた内容はマラソンを開きたかっ

た地元にとっても良いと思う。 
 資料にある、森林セラピーについて少し説明させていた

だきたい。森林セラピーとは森林浴とは違い、科学的根拠

を持った予防医学である。よってその拠点となる基地が正

式な認定を受けなければならず、それ相応の費用が掛かり、
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基地には常に森林セラピーの効果があったかを確認する職

員（医者や看護師）、基地を維持管理する団体が必要となる。

石川県や富山県にもあるが、近隣の診療所から医者や看護

師が来ていた。 
 トレイルランについて、一乗谷の方で今年度開催予定だ

ったがコロナ禍で中止された。嶺南や滋賀県にもある。歩

いたことがあるが、舗装道路を歩くだけではつまらない。

砂利道、急な坂道があるから総合的に楽しい。ハード面は

ともかく、運営は地元の方が一生懸命汗をかいて開催して

いる。 
 
３ 今後の予定 
第 4回（時期）  令和3年 6月頃開催予定 
   （協議内容）基本計画（素案）、 

アクションプラン（素案） 
第 5回（時期）  令和3年 8月頃開催予定 

（協議内容）基本計画（案）、 
アクションプラン（案） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



福井市再生可能エネルギー農山漁村活性化協議会 名簿 

役職 所属 出欠 

委員 東洋大学経済学部総合政策学科 教授 〇（リモート） 

委員 HARU環境技術士事務所代表 〇 

委員 鷹巣自治会連合会長 〇 

委員 国見自治会連合会長 〇 

委員 棗自治会連合会長 〇 

委員 鶉自治会連合会長 〇 

委員 本郷自治会連合会長 〇 

委員 安居自治会連合会長 〇 

委員 福井森林組合代表理事組合長 〇 

委員 福井県農業協同組合 福井基幹支店 営農部部長 〇 

委員 日本風力エネルギー㈱ 事業開発 シニアマネージャー 〇（リモート） 

委員 福井県福井農林総合事務所林業部長 〇 

委員 福井市農林水産部農政企画課 〇 

委員 福井市市民生活部廃棄物対策課 〇 

事務局 福井市農林水産部林業水産課 〇 

 


